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解体部分を示す解体部分を示す

改修部分を示す

仕上凡例

耐震補強工事範囲を示す
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解体部分を示す解体部分を示す

改修部分を示す

仕上凡例

耐震補強工事範囲を示す
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仕上凡例

耐震補強工事範囲を示す

免振部材を示す

改修部分を示す

耐震補強部分を示す

6,000

Ｘ12 Ｘ10Ｘ11 Ｘ2Ｘ3Ｘ4Ｘ5Ｘ6Ｘ7Ｘ8Ｘ9 Ｘ1

90,000

9,0009,0009,0009,0009,0009,0009,0006,0006,000 3,000

3,000

9,000

Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6 Ｘ7 Ｘ8 Ｘ9Ｘ1 Ｘ12Ｘ10 Ｘ11

3,000 9,000 6,000 6,000 6,000 3,0009,0009,0009,0009,000 9,000 9,0009,000

90,000

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RFL

△BGL

2
0
,
8
0
0

3
0
0

3
,
8
0
0

3
0
0

4
,
1
0
0

4
,
1
0
0

4
,
1
0
0

4
,
1
0
0

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽5FL

▽RFL

△BGL

2
0
,
8
0
0

3
0
0

3
,
8
0
0

3
0
0

4
,
1
0
0

4
,
1
0
0

4
,
1
0
0

4
,
1
0
0

※制震ブレース設置面は耐震補強工事範囲

A

BB

CC

A

E

D

B

A
F

E

A

A

A

E

E

D

A

屋根新設

渡り廊下新設

F

G

新設外壁：打放し(B)　複層塗材RE

笠木：高圧洗浄＋ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)

既存外壁：高圧洗浄　複層塗材RE

既存柱型：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え　複層塗材RE

A

B

C

D

既存人研笠木：高圧洗浄E

F

G

H

I

竪樋：硬質塩ビ管100φ

ｽﾃﾝﾚｽ手摺SB

A
E E

A
E

A

A

A

A

A
A

A

A

A

A

A

A

A

E

E

E

E

A

A

A

A

A A

1:150

1:150

南　立面図

北　立面図

渡り廊下

丸 川 眞 太 郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号
図面名称

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所凡例
工事名称 図面番号R E V I S I O N １ ・　.　 .

・　.　 .２

・　.　 .３

・　.　 .４

・　.　 .５

岡山市北区駅前町１丁目５番１８号

グループ長設計部長総括責任者 令和

縮尺担当者担当者設計責任者

１：１５０ 改修後　立面図１

　３年　３月
山陽学園大学・短期大学
　Ａ棟耐震補強工事及び大規模改修工事 Ａ - 0 1 2

 
【３-2 SANYO-GAKUEN 】 - 5



解体部分を示す解体部分を示す

ＣＢ既存壁

木製間仕切既存壁

改修部分を示す

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ位置を示す

ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀｰ位置を示す

ＲＣ既存壁 , 柱

軽量間仕切既存壁

耐震補強工事範囲を示す
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スマート制震システム積層ゴムリスト１０

００１

管理値位　置 箇所 改善処置

変色なし

被覆ゴムの範囲に

傷の有無

浮錆・赤錆なし

被覆ゴム

　の外観

変色

傷

発錆

２）通常点検（年１回）

表-2　通常点検の項目、調査方法、管理値および処置等

目視は

全数

行い

すべて

記録

１）施工時の検査

表-1　施工時検査の項目、調査方法、管理値および処置等

変色なし

被覆ゴムの範囲に

傷の有無

浮錆・赤錆なし

被覆ゴム

　の外観

変色

傷

発錆 目視

目視

目視

※１　鉛直変位は指定箇所の竣工検査時マーク位置の４ヶ所を計測する。

※３　積層ゴムの性能確認する必要となることを想定し、別置き試験体（１体）を用意しておく。

　　　試験体はAタイプの１体のみメーカー工場で暴露養生したものとする。

※２　水平変位は指定箇所の竣工時マーク位置の２ヶ所を計測する。

性能検査

被覆ゴム

　の外観

変色

傷

発錆鋼材部

　　の状況

鉛直変位

目視

目視

計測 ※１

計測 ※２水平変位 検査方法 判定基準 不合格の処置

水平性能

（等価剛性）

鉛直性能 試験軸力を中心荷重とし、

載荷した荷重の±30％を３サ

イクル与える

試験軸力を載荷し、水平ひ

ずみ100％の変形を３サイク

ル与える

製品に座屈が生じないこと

また履歴曲線に負勾配が生じ

ないこと

３サイクル目の履歴曲線より

等価剛性を求め、これが基準

値の±２０％以内であること

再製作

検査項目

＜性能検査の検査方法および判定基準＞

Ａタイプ

Ｃタイプ

符号

１０

１５

試験面圧

0.35±20％

0.55±20％

＜試験軸r力および基準値＞

（N/mm2）

等価剛性

（ｋN/mm）

管理値検　査　項　目位　置 調査方法 箇所 改善処置

３）　応急点検（震度５強以上の地震が発生した場合の点検）

位　置 調査方法点　検　項　目

積

層

ゴ

ム

支

承

積層ゴム

　　の変位

取付部

調査方法

目視

目視

目視
ランダムに

10％かつ

３か所以上、

５年ごとに

全数

積

層

ゴ

ム

支

承

建物管理者に連絡

し、処置を講ずる

目視

目視

変色なし

浮錆・赤錆なし

被覆ゴムの範囲に

傷の有無

ボルト、ナットのマ

ーキングのずれなし

竣工時からの増分

5mm以内

管理値箇所

点　検　項　目

改善処置

※３

別置き試験体

にて性能確認

建物管理者に

連絡し、

処置を講ずる

表-３　応急点検の項目、調査方法、管理値および処置等

建物管理者に連絡

し、処置を講ずる

積

層

ゴ

ム

支

承

鋼材部(上下

 取付ﾌﾗﾝｼﾞ)

　　の状況

鋼材部(上下

 取付ﾌﾗﾝｼﾞ)

　　の状況

上下フランジプレー

トの変位差50mm以内

10%かつ

3か所以上

ランダムに

目視は全数

、計測は
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丸川眞太郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号
図面名称

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所凡例
工事名称

縮尺担当者担当者設計責任者

平成グループ長設計部長総括責任者

Ｓ－
REVISION １ ・　.　.

　.　.２

　.　.３

　.　.４

　.　.５

山陽学園大学・短期大学

１：

岡山市北区駅前町１丁目５番１８号・

・

・

・

図面番号

　Ａ棟耐震補強工事及び大規模改修工事

品
質
目
標

製
作
管
理

施
工
管
理

維
持
管
理

オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー

竣
工

定
期
点
検

定
期
点
検

定
期
点
検

定
期
点
検

応
急
点
検

定
期
点
検

定
期
点
検

制
震
ブ
レ
ー
ス

制
震
ブ
レ
ー
ス

制震装置の標準仕様書－－

００２

注記）本制振装置は、三和テッキ株式会社製のオイルダンパーとする。

 
【３-2 SANYO-GAKUEN 】 - 8



丸川眞太郎

１級建築士大臣登録第１８８５８６号
図面名称

１級建築士事務所登録１０７８号

株式会社 丸川建築設計事務所凡例
工事名称

縮尺担当者担当者設計責任者

平成グループ長設計部長総括責任者

Ｓ－
REVISION １ ・　.　.

　.　.２

　.　.３

　.　.４

　.　.５

山陽学園大学・短期大学

１：

岡山市北区駅前町１丁目５番１８号・

・

・

・

図面番号

　Ａ棟耐震補強工事及び大規模改修工事

製品品質管理

施工計画書作成の形状と使用材料

（（１）総則）

・構　成 全体工事管理会社
・仕　様 準備（（２））
・形　状

材料受入 工事管理者・品質管理

（３） 施工管理者 ※2

施工担当者 ※2

施工完了

プレミアムアンカー

プレミアムアンカー施工管理

プレミアムアンカー施工

材料保管

施工確認検査（５）

　引張試験(非破壊)
　接触、打音試験

・使用材料

注記）プレミアムアンカーの製品、加工、打設に関しては、サンコーテクノ株式会社に依る。

プレミアムアンカー仕様書－－

００４
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Y3通り鉄骨詳細図(2)【Y3/X1・X12添え柱詳細】40/80

０２４
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制震装置詳細図(1)　[500kN用]5/10

０３１－１
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Y3通　X9-X12軸　柱脚部詳細図(1)50/100

０４０

 
【３-2 SANYO-GAKUEN 】 - 13


	E01【20210426】３-2 意匠図
	A-001_配置図
	A-002_仕上表１
	A-003_仕上表2
	A-004_現況平面図1  1210
	A-005_現況平面図2  1210
	A-006_現況平面図3 1211
	A-007_改修平面図1 1216
	A-008_改修平面図2 1216
	A-009_改修平面図3 1216
	A-010_現況立面図 1216
	A-011_現況立面図2 1216
	A-012_改修　立面図1
	A-013_改修　立面図2
	A-014_現況矩計図
	A-015_改修矩計図

	E08【20210426】３-2 意匠図
	A-001_配置図
	A-002_仕上表１
	A-003_仕上表2
	A-004_現況平面図1  1210
	A-005_現況平面図2  1210
	A-006_現況平面図3 1211
	A-007_改修平面図1 1216
	A-008_改修平面図2 1216
	A-009_改修平面図3 1216
	A-010_現況立面図 1216
	A-011_現況立面図2 1216
	A-012_改修　立面図1
	A-013_改修　立面図2
	A-014_現況矩計図
	A-015_改修矩計図

	E10【20210426】３-2 意匠図
	A-001_配置図
	A-002_仕上表１
	A-003_仕上表2
	A-004_現況平面図1  1210
	A-005_現況平面図2  1210
	A-006_現況平面図3 1211
	A-007_改修平面図1 1216
	A-008_改修平面図2 1216
	A-009_改修平面図3 1216
	A-010_現況立面図 1216
	A-011_現況立面図2 1216
	A-012_改修　立面図1
	A-013_改修　立面図2
	A-014_現況矩計図
	A-015_改修矩計図

	E11【20210426】３-2 意匠図
	A-001_配置図
	A-002_仕上表１
	A-003_仕上表2
	A-004_現況平面図1  1210
	A-005_現況平面図2  1210
	A-006_現況平面図3 1211
	A-007_改修平面図1 1216
	A-008_改修平面図2 1216
	A-009_改修平面図3 1216
	A-010_現況立面図 1216
	A-011_現況立面図2 1216
	A-012_改修　立面図1
	A-013_改修　立面図2
	A-014_現況矩計図
	A-015_改修矩計図

	E12【20210426】３-2 意匠図
	A-001_配置図
	A-002_仕上表１
	A-003_仕上表2
	A-004_現況平面図1  1210
	A-005_現況平面図2  1210
	A-006_現況平面図3 1211
	A-007_改修平面図1 1216
	A-008_改修平面図2 1216
	A-009_改修平面図3 1216
	A-010_現況立面図 1216
	A-011_現況立面図2 1216
	A-012_改修　立面図1
	A-013_改修　立面図2
	A-014_現況矩計図
	A-015_改修矩計図

	E14【20210426】３-2 意匠図
	A-001_配置図
	A-002_仕上表１
	A-003_仕上表2
	A-004_現況平面図1  1210
	A-005_現況平面図2  1210
	A-006_現況平面図3 1211
	A-007_改修平面図1 1216
	A-008_改修平面図2 1216
	A-009_改修平面図3 1216
	A-010_現況立面図 1216
	A-011_現況立面図2 1216
	A-012_改修　立面図1
	A-013_改修　立面図2
	A-014_現況矩計図
	A-015_改修矩計図

	S01【20210426】３-3 構造図
	S02【20210426】３-3 構造図
	S04【20210426】３-3 構造図
	S09【20210426】３-3 構造図
	S23【20210426】３-3 構造図
	S30【20210426】３-3 構造図
	S39【20210426】３-3 構造図



